
　私たち塩草立葉小学校は、「共に学び、共に生きる子どもを育てる」を学校教育目標に掲げ、人権教育を基盤とした教育活動をすす
めています。
　現在、校区内の児童数が年々増えて、教室不足が深刻な問題です。毎年、教室を増やす工事をしており、教育活動や運動場遊びな
どに制約が出ています。
　学校選択制での就学を考えておられる方は、この点を十分ご理解いただいたうえで、教育活動はもちろん、ＰＴＡ活動や登下校の
見守り、地域行事などへの積極的なご協力をお願いします。

【安全・安心な教育の推進】
○大阪市小学校学力経年調査（３～６年、以下 経年調査）における「いじ
めは、どんな理由があってもいけないことだと思いますか」に対して、最
も肯定的な「そう思う」と回答する児童の割合を７３％以上にする。

○大阪市小学校学力経年調査（３～６年、以下 経年調査)における「自分
にはよいところがあると思いますか」に対して、肯定的に回答する児童
の割合を７５％以上にする。

【未来を切り拓く学力・体力の向上】
○大阪市小学校学力経年調査における、算数の平均正答率の対全国比

を、同一母集団において経年的に比較し、いずれの学年も前年度よ
り０．１ポイント向上させる。

○大阪市小学校学力経年調査における「運動（体を動かす遊びを含
む）やスポーツをすることは好きですか」に対して、最も肯定的な
「好き」と回答する割合を６５％以上にする。

【学びを支える教育環境の充実】
○授業日において、児童の８割以上が学習者用端末を活用した日数
が、年間授業日の５０％以上にする。［事務局が定める学校行事等
ICT活用が適さない日数を除く］

○教員ひとり当たりの月別の時間外勤務時間平均を大阪市平均より
減少させる。

国語・算数とも、平均正答率は大阪市平均を下回っている。また、正答率が８割以上の児童と
３割以下の児童が一定数おり、学年全体の学力の２極化が課題である。
平均正答率は、
国語　６０．０　大阪市平均を７ポイント、全国平均を７．２ポイント下回る。
算数　５６．０　大阪市平均を６ポイント、全国平均を６．５ポイント下回る。
平均無解答率（答えをまったく書けなかった割合。下回るほど良好な結果）
国語　２．９％　大阪市平均を０．６ポイント、全国平均を１．９ポイント下回る。　
算数　２．８％　大阪市平均を０．３ポイント、全国平均を０．６ポイント下回る。
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令和5年度 平均正答率（%）

60.0
67.0
67.2

56.0
62.0
62.5

習熟別指導など個に応じた学びや研究授業などを通して、わかりやすい
授業をすすめていく。研究授業などを通して教員の指導法向上に取り組
むとともに、タブレット端末や書画カメラ、電子黒板などのＩＣＴ機器の活
用や主体的・対話的で深い学びの推進などを積極的に行う。また、日本
語指導の必要な児童への取り組みも充実させる。
学力向上支援チーム事業や大阪市教育委員会指導部第３教育ブロック
学力支援事業、区役所の支援事業などのサポートを活用しながら、学力
の基礎基本を定着させたい。

【実技８種目の平均】
　大阪市平均と全国平均を共に上回った種目は、男女とも上体起こし。大阪市平均を
上回った種目は、男子の反復横とびと女子の立ち幅とび、ソフトボール投げ。
【体力合計点について】
　男子は、大阪市平均を２．２７点、全国平均を３．７３点下回った。
　女子は、大阪市平均を０．９３点、全国平均を２．５４点下回った。
【質問「運動やスポーツをすることは好きですか」に肯定的な回答をした割合】
　男子は、本校９１．７％、大阪市９２．６％、全国９２．９％。
　女子は、本校７８．６％、大阪市８３．５％、全国８５．７％。
【質問「１週間の総運動時間は」に「60分未満」と回答した割合について】
　男子は、本校２０．０％、大阪市１０．５％、全国９．０％。
　女子は、本校１１．１％、大阪市１８．３％、全国１１．１％。

・新型コロナウイルスの制限が解かれ、日常の体育学習や体力づくりの取り組み
を各学年の実態に合わせて行ってきた。今年度は、子どもたちが主体的に運動
に親しめるよう、子ども同士の気づきや学び合い、励ましなどを取り入れなが
ら、運動への関心を高めるとともに、運動量を十分確保するようにした。また、
トップアスリート「夢・授業」などプロスポーツ選手による特別授業を実施して、
運動への動機づけを行った。
・大阪市や全国の平均を上回った実技種目が複数ある。体力合計点では、女子
が大阪市平均に肉薄しており、１週間の総運動量が６０分未満の割合も、全国
平均より少ない。
・今後も、運動の楽しさをさらに味わえるよう、家庭、地域と連携しながら、体育
学習や体力づくりの場と方法を工夫していく。

令和5年度　調査結果
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※青色は、全国平均を上回る種目。黄色は、大阪市平均を上回る種目。



○人権教育を基盤とした仲間づくりや平和学習、福祉教育、和太鼓など
　さまざまな取り組みをしています。

○低学年の児童も、慣れてくると
　タブレット端末を活用しています。

○児童数が増えているため、
　休み時間は、学年ごとに運動場へ
　出る時間を割り当てています。

○地域や保護者の皆さんとつながる
　学校リードさんやボランティアの
　方による「読み聞かせの会」を
　行っています。

〇地域や保護者の皆さんによる
　登校時見守り活動
　学校選択制で入学される方には、
　登下校時に保護者による送迎を
　お願いします。


